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ヒトやマウスでは Toll 様受容体 TLR2 および TLR4 の
変異や多型が細菌や真菌由来の物質の認識を変化させ
ることから , マカク属霊長類について TLR2 および
TLR4 遺伝子の塩基配列を解析し, 種内および種間での


















コンドリアDNAの塩基配列を調べた. 平成 22年度には, 
猟友会会員より供与された 48 試料から遺伝子分析試料
を調製し, 24 試料について,ミトコンドリア DNA の第 1








は 6 カ年分となり, このデータをもちいた個体群存続可
能性分析を行った. 島内を 9 つの流域に分割して分析し
た結果によれば, 流域によって絶滅リスクが異なり, 個
体数管理の方針を流域ごとに異なるものにする必要が
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ザルの糞を食べる行動 (以下, 糞食行動) が観察される
ようになった. 糞食行動が起こる要因の１つとして, 西
部地域に生息するシカの餌資源（草本）の減少が考えら





の設置時間は 5 時間とした. 実験は 2010 年 11 月から 12
月に, 西部地域で 31試行,東部地域で 25試行おこなった. 
シカがサル糞の半径 1ｍ以内に接近したのは, 西部地域
で 20/31 回 , 東部地域で 8/25 回であった (Pearson's 
Chi-squared test; p = 0.03). そのうち, シカが設置した糞
を食べたのは, それぞれ 15/20 回,0/8 回であった(Fisher’s 
exact probability test; p = 0.0004). 糞食実験をおこなった
西部地域の植生は二次林であるが, 東部地域はシカの
餌となる牧草が豊富な町営牧場に隣接する場所である. 
このようなシカの潜在的な餌量の違いによって東部と
西部で糞食頻度に違いが現れている可能性が示唆され
た. また, シカの高い消化能力はサル糞に含まれる種子
の破壊につながる. そのため, 屋久島におけるサルの種
子散布効果は, シカという第三者を通して島内で地域
的に異なる可能性が示唆される. 
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